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　太陽光エネルギーは、既存の火力発電や原子力
発電と違い、環境汚染物質を排出しないクリーン
で、国内で永遠に確保できる理想のエネルギー源
である。これで発電した電力を買取価格よりも髙
い価格で売電できる制度が2012年７月から始ま
り、設置費が安くなるとともに急速に普及してい
る。
　ここでは太陽光とその他の電源と比較して特性
を明らかにするとともに、自宅に設置した太陽光
発電の15年間の発電実績に基づいて太陽光のすば
らしさに光を当ててみます。

【プロローグ；連載に向けて】
　平成23年３月に福島沖を震源とする東日本大地
震とそれに伴って発生した巨大津波により多くの
死傷者を伴う大災害が起こり、生活基盤は崩壊し
た。さらに、津波により福島第一原発が制御不能
に陥り、大量の放射能が外部に放出され、広範囲
にわたって放射能汚染を引き起こした。
　この事故を契機に日本のエネルギー政策が、原
発依存から自然エネルギーの利用へと大きく転換
され、2012（平成24）年７月から自然エネルギー
等の再生可能エネルギーで発電した電気を通常よ
りも高く買い取る制度（FIT制度）が始まった。

①自然エネルギーとの係わり
　1970年代後半の石油ショックの機会に、石油等
のエネルギーのほんんどを輸入に依存していたこ
とから、自前のエネルギー源を確保する観点から
太陽光発電が脚光を浴びていた。しかしながら、
1990（平成元）年頃の太陽光の電気変換効率は１％
程度で低いことや設備費が高額のため研究、実証
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レベルであり、実用には至らなかった。
　ところが、2000（平成12）年頃になると、発電
効率が10％程度に向上するとともに、国は太陽光
発電設備の普及を図るために補助金制度を創設し

写真１　太陽光発電（４kW）事例

写真２　オホーツク海沿岸に設置した風力発電
（1,000kW）
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た。この頃、自宅を新築するにあたり、ついでに
太陽光発電設備を設置することにした。南向きの
屋根に40m2の太陽光パネルを設置し（設備能力；
４kW）、20年にわたって毎月発電データを記録し
蓄積してきた（写真１）。また、2013（平成23）年
に知り合いの誘いで、北海道グリーンファンドが
オホーツク海沿岸部に計画した風力発電（1,000kW）
に出資し、年間の発電等データやトラブル事例を
蓄積してきた（写真２）。

②原子力との係わり
　関西学院大学理学部化学科を卒業後、日本原子
力研究所高崎研究所で研究する機会が得られた（写
真３）。プラスチックにコバルト60γ線を照射し、
改質と劣化に関する研究に取り組んだ。また、国
家資格を取得していたので、短期間ではあるが民
間で放射線照射業務（医療用具の滅菌）にも携わっ
た。その後、液化天然ガス（LNG）の冷熱（－
160℃の液体）の有効利用を廃棄物のリサイクルに
適用する調査・研究に係わった機会に廃棄物コン
サルタント業へと転身した。なお、放射線に係る
国家資格を持っているので原子力には常に関心を
持っていた。
　1986年４月にチェルノブイリ原発の爆発事故は
衝撃的であった。原因は、低出力運転試験時のミ
スとのことだったが、仮に日本で起こったらどう
なるかと頭をよぎった。ところが、2011年３月に
巨大地震が発生し、考えもしなかった大災害並び
に放射能災害が現実になった（写真４・写真５）。
　私は、これまで４回福島を訪れ、主に除染土壌
の保管状況の視察であったが、2018年11月には福
島事故原発の視察にも参加できた。また、事故後
には、サーイベイメータをお借りし、現地の視察
先をはじめ、広島原爆ドームや長崎原爆投下地点
など全国で空間線量率を測定し、公共投資ジャー
ナル社「環境施設」に20回にわたって寄稿した。

【エピローグ】
　これらの分野を俯瞰すると、太陽光発電や風力
発電等の普及の中で単なる利益を目的にした投資

が気になる。最近は、太陽光発電設備からの出火
や漏電等のトラブルが全国紙でも取り上げられて
いるようにトラブルや故障も起こるのであり、損
失の要因もある。また、原発についてもただ一度
の事故で社会が壊滅するほどの恐ろしい技術であ
ることから、事故を教訓として、これを直ちに廃

写真３　日本原子力研究所高崎研究所

写真４　福島第一原発に高さ６mの津波到達

写真５　福島第一原発３号機の爆発事故
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棄して安全な自然エネルギーに移行すべきとの論
調も多い。
　これらの議論は、自然エネルギーの長所のみに
目を奪われており、本来の姿を理解できていない。
また、原発についても、「原発を停止すれば安全」
と思い込んでいる、いわば一面のみから反対する
意見が多く、その真実を全く理解できていないの
ではないかと懸念している。
　エネルギー問題にかかわらず、廃棄物問題など
新しい問題に対して多面的な視点から長所と短所
をとらまえて、長期的な視点を考慮して総合的に
判断することが、安全で安心できる便利な社会を
創造する基本ではないかと考えている。

　これまでの経験と積み重ねてきた研鑽を集大成
する場として、大き過ぎるテーマ「自然エネルギー
は脱原発の切り札か？」と題して、自問自答しな
がら連載することにした。
　それぞれの長短や、現時点における役割とリス
ク等について、順次寄稿したい。

【資格等】
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③技術士；衛生工学部門（廃棄物処理）、建設部
門（建設環境）、環境部門（環境保全計画）

④環境カウンセラー（事業者部門）
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